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１　東京都中央卸売市場（平成24年1～10月計）の青果物取扱高について

単位：ｔ，百万円，％

1～10月計 年間計 年間比 1～10月計 年間計 年間比 1～10月計 年間計 年間比

　H24 1,671,095 172,797 ←シェア（10.3％） 178,908 ←シェア（10.7％）

　H23 1,633,330 1,997,256 81.8 175,521 224,546 78.2 178,232 230,938 77.2

　前年比 102.3 98.4 100.4

　平年値※ 1,697,690 2,072,420 81.9 180,764 232,790 77.7 185,615 240,166 77.3

　平年比 98.4 95.6 96.4

　H24 419,816 39,541 ←シェア（9.４％） 35,513 ←シェア（8.5％）

　H23 409,651 494,637 82.8 38,897 45,751 85.0 33,596 40,778 82.4

　前年比 102.5 101.7 105.7

　平年値※ 421,934 508,963 82.9 43,506 51,564 84.4 35,487 43,220 82.1

　平年比 99.5 90.9 100.1

※平年値は平成18～22年の5ヵ年平均です。
【参考】
平成23年実績

数量

金額

茨城県　：　金額シェア（9.2％）　，　数量シェア（11.2％）
千葉県　：　金額シェア（8.2％）　，　数量シェア（11.6％）

（数量の内訳は野菜16万4千㌧，果実1万5千㌧。前年同期比で野菜1％増，果実1％減。
　平年同期比で野菜3％減，果実10％減。）
（金額の内訳は野菜317億円，果実38億円。前年同期比で野菜7％増，果実3％減。
　平年同期比で野菜1％増，果実8％減。）

市場計

③千葉産の入荷量は17万9千トン（前年比100％，平年比96％），金額は355億円（前年比106％増，平年比
100％）となった。

茨城 千葉

茨城県農産物販売推進東京本部情報

（数量の内訳は野菜130万6千㌧，果実36万5千㌧。前年同期比で野菜3％増，果実増減なし。
　平年同期比で野菜1％増，果実9％減。）
（金額の内訳は野菜2,934億円，果実1,264億円。前年同期比で野菜3％増，果実2％増。
　平年同期比で野菜1％増，果実4％減。）

（数量の内訳は野菜15万2千㌧，果実2万1千㌧。前年同期比で野菜1％減，果実5％減。
　平年同期比で野菜3％減，果実16％減。）
（金額の内訳は野菜321億円，果実74億円。前年同期比で野菜3％増，果実5％減。
　平年同期比で野菜8％減，果実14％減。）

①全体の入荷量は167万1千トン(前年比102％，平年比98％），金額は4,198億円（前年比103％，平年比100％）
となった。

②茨城産の入荷量は17万3千トン（前年比98％，平年比96％），金額は395億円（前年比102％，平年比91％）と
なった。



２　東京都中央卸売市場（平成24年10月単月）の茨城産青果物主要品目の取扱高

単位：ｔ，千円，円/kg，％

前年比 平年比 前年比 平年比 前年比 平年比 全国平年比

5,397 126.8 116.2 552,025 91.1 98.2 102 71.8 84.3 83.6

995 93.6 77.9 438,891 98.3 102.6 441 105.0 131.6 143.5

1,091 115.3 109.4 334,643 102.7 98.4 307 89.2 90.0 91.2

1,232 95.0 89.2 275,006 61.2 63.4 223 64.3 71.0 69.7

283 114.5 92.4 218,593 105.1 125.3 773 91.8 135.6 131.9

17,934 102.0 92.7 3,566,605 90.1 89.0 199 88.4 96.1 95.1

592 109.4 87.0 238,984 91.4 92.0 404 83.5 105.8 105.2

1,764 110.9 96.5 482,106 94.2 89.7 273 85.0 93.0 95.5

・ミニトマト：茨城産の数量は高温の影響による着果不良から平年よりやや減少した(平年比92％)。
　数量は減少しているものの，単価高(平年比136％)のため，金額増(平年比125％)となった。

・ピーマン：茨城産の数量は減少しているが(平年比89％)，東北産が気温高で残量多く，市場全体では平年並みの数量(平年比103％)となった。
　単価は前月よりは持ち直しているものの，平年より安く(平年比71％)，数量減の単価安で金額も大幅に減少した(平年比63％)。

・くり：茨城産の数量は，収穫の遅れから平年より減となった(平年比87％)。
　単価は平年より高いが(平年比106％)，数量減により金額減(平年比92％)となった。

くり

果実類計

・れんこん：茨城産の数量は生育順調で平年より多かった(平年比109％)。
　10月は消費が本格化していないため単価は平年を下回ったが(平年比90％)，数量増のため，金額は平年並み(平年比98％)となった。

・トマト：茨城産の数量は作付減や高温の影響による着果不良から平年より減となった(平年比78％)。
　数量は大幅に減であったが，単価高(平年比132％)のため，金額は平年並み(平年比103％)となった。

・レタス：茨城産のレタスは出荷開始は遅れたが，その後は順調に出荷され，数量は平年より増となっており(平年比116％)，単価は平年を下回った。
　単価安(平年比84％)であったが，数量増のため，金額は平年並み(平年比98％)となった。

野菜

レタス

トマト

れんこん

ピーマン

ミニトマト

野菜類計

　野菜類の入荷量は1万8千トン（前年比102％，平年比93％），単価は199円/kg（前年比88％，平年比96％）。
  果実類の入荷量は1千8百トン（前年比111％，平年比97％），単価は273円/kg（前年比85％，平年比93％）。

品目
数量 金額 単価


